
前期

〔A類理科コース,A類現代教育実践コース環境教育プログラム 対象〕

地学基礎 解答例 令和 8年度
一般選抜前期

私費外国人

帰 国 生

I

問 1

①地層累重の法則 ②招曲 ③逆 (衝上)④ 不整合
°
(面)⑤ 基底礫岩層 (基底礫層)

問 2

示準化石 (標準化石)

・生存期間が短いこと

・地理的に広い範囲に生息していたこと

・個体数が多いこと

。特徴的な形態を持っていること

問 3

(例)級化層理

地層の中で,大きな粒子から小さな粒子へと次第に移り変わつている地層で,水中では

大きな粒ほど速く沈むことから,粒の大きな方が堆積当時の下で小さな方が上となる。

(例 )ク ロスラミナ

交差するラミナの重なり (ク ロスラミナ)では,切っている方が切られている方よりも

堆積当時の上であると判断できる。

問 4

A層が堆積して B層が堆積するまでの間に,長い時間堆積の中断が生じたり,地殻変

動などにより隆起して侵食され,A層の一部が失われたりした後,その上に新たに B層

が堆積して新旧の不連続な面 (不整合面)が形成された。

問 5
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前期

〔A類理科コース,A類現代教育実践コース環境教育プログラム 対象〕

地学基礎 解答例 令和 8年度
一般選抜前期

私費外国人

帰 国 生

II

問 1

(例 )約 138億年前,宇宙誕生時の超高温・超高密度な状態のこと。ビッグバ ン

によって宇宙の膨張が始まった。

問 2

(例)誕生直後の宇宙は高温・高密度な状態であ り,光は電子や陽子といつた荷

電粒子 と繰 り返 し衝突することで直進できず,そ のために宇宙を見通すことが

できなかった。しかし,誕生の約 38万年後,膨張によって宇宙の温度は下が り,

電子が陽子やヘリウム原子核と結合して中性の水素原子やヘリウム原子を形成

、したため,光の直進を遮るものがなくなり,宇宙を見通すことができるようにな

った。

(荷電粒子,中性という言葉がなくても正解とする。)

問 3

(例)水星は質量が小さく,そ のため,大気はほとんど存在しない。金星は,二

酸化炭素を主成分とする非常に厚い (濃い)大気を持ち,こ れによる温室効果で

地表の温度は約 400℃にもなる。また,地表における気圧は地球の 90倍にも達

し,高層には (濃)硫酸の雲がある。火星は,二酸化炭素を主成分とする大気を

持つが,地球に比べて薄く,地表の気圧も地球の 1/200(1/170)で ある。

III

問 1(1)イ ,(2)エ

問 2

(1)6.0秒

。ァT(持)2ィ 呼(手争)2

(3)χ =
L2+(ザ讐を)2(て _T22)

2L

問 3 マグマオーシヤン


